
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フード本体に送風装置を収容配設し、該送風装置を、中途部分から軸方向に２分割した両
面吸込み式の多翼ファンと、前記多翼ファンの２分割した位置に対応する位置に設けた隔
壁で前側の排気室と後側の給気室とに区画し、前側開口を排気室への吸込口、後側開口を
給気室への吸込口としたファンケーシングとで構成し、フード本体の背板と送風装置との
間に前記給気室に連通する給気チャンバーを設け、ファンケーシングの吐出口に接続する
フード本体天板上の排気ダクト接手と前記給気チャンバーに接続するフード本体天板上の
給気ダクト接手に電動シャッタを設けた強制給排気式レンジフードファンにおいて、前記
フード内スペースを利用して前記給気ダクト接手と給気チャンバーに接続する接続ダクト
を配設したことを特徴とする強制給排気式レンジフードファン。
【請求項２】
前記フード内スペースがフード本体の天板とファンケーシングの胴部とフード本体の側板
とで区画された部分であることを特徴とする請求項１記載の強制給排気式レンジフードフ
ァン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ガスレンジ等の調理器具の上方に設置され、調理によって発生した油煙、臭い
等を吸引して屋外に排気すると共に、屋外の空気を室内の給気する強制給排気式レンジフ
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ードファンに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
台所に設置されているガスレンジ等の調理器具で調理した時に発生する油煙、臭い等を屋
外に吸引して排気するために調理器具の上方にレンジフードファンが設置されている。
そのレンジフードファンには、住宅の高気密化に伴い排気によって室内が負圧になるのを
防止すると共に酸欠を防止するために屋外の新鮮な空気を送風機によって室内に強制的に
取り入れる強制給排気式のものがある。
この強制給排気式レンジフードファンに接続されるる排気側のダクト接手と給気側のダク
ト接手には外気がレンジフードファンを介して室内に流入するのを防止する排気シャッタ
と給気シャッタが設けられ、その両シャッタの開閉動作をモータによって強制的に行う電
動式と、送風装置の運転に伴う風圧と排気による室内外の圧力差によってシャッタを開動
させる風圧式の二タイプが存在する。
そして、前者の電動シャッタ式は送風装置の運転に連動して排気シャッタと給気シャッタ
の両方が開動して排気を屋外に排出すると同時に屋外の新鮮な空気を室内に導入し、送風
装置の非運転時はシャッタを強制的に閉じて排気路、給気路を気密に閉口するため、後者
の風圧式の排気シャッタと給気シャッタを備えたレンジフードファンのように送風装置の
非運転時にそれらシャッタがバタ付いて冷たい屋外の空気が室内との温度差で室内に進入
するコールドドラフトが無くなり、台所を快適に使用できるという利点を有する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このような強制給排気式レンジフードファンとして本出願人は特願平７－１８０８７３号
公報に開示する技術を既に提案している。
この先提案のものは、図５に示すように中間部分に縦設する動力伝達板２１ｃで軸方向に
二分割した両面吸込式の多翼ファン２１をファンケーシング１１に収容し、そのファンケ
ーシング１１を前記動力伝達板２１ｃの延長上に設けた隔壁１１ｇで前側の排気室１００
　と後側の給気室２００　とに区画し、ファンケーシング１１の前側開口を排気室１００
　への吸込口１１ｄ、後側開口を給気室２００　への吸込口１１ｆとし、そのファンケー
シング１１の前側の吐出口１１ｈをフード本体２の天板１２上の排気ダクト接手６に連通
するように同天板１２に取り付け、フード本体２の背板２２とファンケーシング１１との
間に給気室２００　への吸込口１１ｆに連通する給気チャンバー５を設けている。
そしてその給気チャンバー５を前記天板１２上に設けた給気ダクト接手７を介して給気ダ
クト４に接続し、ファンケーシング１１の後側の吐出口１１ｉを介して天板１２に形成し
たスリット１２ａから室内に給気する構造になっている。
この先提案のものは給排気を１個のファン、１個のファンケーシングで可能にして、製作
コストを低く抑えることができる。
しかし、給気ダクト４の内径は一般的に１５０ｍｍ以上あり、給気ダクト接手７を介して
接続する給気チャンバー５も自ずと１５０ｍｍ以上の奥行き寸法を必要とすることから、
送風装置１もその分前側に位置して送風装置１前方に確保されるフード内の排煙の捕捉空
間を削減するし、排煙の充分な捕捉空間を確保するためには必然的にレンジフードファン
の前出寸法が大きくなってしまう問題があった。　これを防止するためには図６に示すよ
うに中間接続体として接続ダクト９をフード本体２の天板１２上に設け、この接続ダクト
９に給気ダクト接手７を介して給気ダクト４を接続し、その接続ダクト９に給気チャンバ
ー５を接続するようにすれば給気チャンバー５の奥行き寸法を小さく抑制することが可能
である。
しかし、接続ダクト９をフード本体２の天板１２上に設ける関係で、その分給気ダクト接
手７が一段高い高さに位置することになり、フード本体２の天板１２と室内（台所）の天
井との間にその分高いダクト配管用の施工空間Ｈを確保する必要が生じ、階高を小さく抑
える今日の集合住宅（マンション等）のニーズに適応できなくなったり、出隅、梁等の突
設物がある建物では所定高さに据付できなくなる虞れがある。
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【０００４】
本発明は、従来事情に鑑みてなされたもので、その目的とする処は、フード本体内の遊び
空間を接続ダクトの配設空間として利用することによって排煙の捕捉空間を削減したり大
型化することなくフード本体の天板上に確保されるダクト配管用の施工空間を小さく抑制
することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために講じた技術的手段は、請求項１はフード本体に送風装置を収容
配設し、該送風装置を、中途部分から軸方向に２分割した両面吸込み式の多翼ファンと、
前記多翼ファンの２分割した位置に対応する位置に設けた隔壁で前側の排気室と後側の給
気室とに区画し、前側開口を排気室への吸込口、後側開口を給気室への吸込口としたファ
ンケーシングとで構成し、フード本体の背板と送風装置との間に前記給気室に連通する給
気チャンバーを設け、ファンケーシングの吐出口に接続するフード本体天板上の排気ダク
ト接手と前記給気チャンバーに接続するフード本体天板上の給気ダクト接手に電動シャッ
タを設けた強制給排気式レンジフードファンにおいて、前記フード内スペースを利用して
前記給気ダクト接手と給気チャンバーに接続する接続ダクトを配設したことを要旨とする
。
また、請求項２は、請求項１記載のフード内スペースがフード本体の天板とファンケーシ
ングの胴部とフード本体の側板とで区画された部分であることを要旨とする。
【０００６】
上記技術的手段によれば、フード本体内の遊び空間を利用して配設される接続ダクトを介
して給気チャンバーと給気ダクトとを接続する。
それ故、給気ダクト接手と排気ダクト接手だけをフード本体の天板上から突出させた状態
で奥行き寸法が小さな給気チャンバーと大径な給気ダクトとが接続可能となる。
また、接続ダクトを配設するフード内スペースがフード本体の天板とファンケーシングの
胴部とフード本体の側板とで区画された部分であると、フード内の少ない遊びスペースの
中で給気に必要な容積の接続ダクトを配設することが可能となる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
図１乃至図４は本実施の形態を示し、符号１は強制給排気式の送風装置、２はその送風装
置１を収容するフード本体、３は排気ダクト、４は給気チャンバー５に接続される給気ダ
クトであり、調理によって発生した油煙、臭い等は送風装置１から排気ダクト３を介して
屋外に排出され、屋外の新鮮な空気は給気ダクト４から給気チャンバー５を介して送風装
置１から室内に給気されるようになっている。
【０００８】
送風装置１はファンケーシング１１と、そのファンケーシング１１内に収容される多翼フ
ァン２１とで構成され、ファンケーシング１１の外側には多翼ファン２１を駆動させるモ
ータ３１が固定されている。
【０００９】
ファンケーシング１１は、今日周知のボリュート形状を呈し、軸方向の前側を多翼ファン
２１の着脱用孔１１ａ’を有する前板１１ａで、また後側を開口１１ｂ’を有する後板１
１ｂで各々被蓋すると共に、着脱用孔１１ａ’にベルマウス１１ｃをネジ止めして排気用
の吸込口１１ｄを形成し、後板１１ｂの開口１１ｂ’口縁に湾曲状のベルマウス１１ｅを
折曲して吸込口１１ｆを形成し、その前後の吸込口１１ｄと１１ｆとの中程部分に隔壁１
１ｇを縦設して上方に突出する２つの吐出口１１ｈ、１１ｉをフード本体２の天板１２部
分に固定している。
【００１０】
多翼ファン２１は、２つのファン部２１ａ、２１ａの円板状の下板２１ｂ、２１ｂ部分を
背中合わせ状に配置し、その両下板２１ｂ、２１ｂ間に動力伝達板２１ｃを介在連結して
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両面吸込構造に形成してある。
その多翼ファン２１を更に詳細に説明すると、中央を縦断する動力伝達板２１ｃで羽根群
を軸方向に２分割化したものであり、前半部を排気用のファン部２１ａ、後半部を給気用
のファン部２１ａとし、隔壁１１ｇに近接して動力伝達板２１ｃが位置するように収容さ
れ、ファンケーシング１１の後板１１ｂに突設した十字状等の取付脚１１ｋに固定するモ
ータ３１の軸３１ａに、動力伝達板２１ｃ中心部に固定したボス部２１ｆを室内側からナ
ット部材４１で連結して取付けられており、この動力伝達板２１ｃと隔壁１１ｇとでファ
ンケーシング１１内を排気用のファン部２１ａに対応する排気室１００　、給気用のファ
ン部２１ａに対応する給気室２００　とに区画している。
【００１１】
フード本体２は、背板２２、その背板２２の左右両縁に溶接やネジ止め等の適宜手段で固
定した側板３２、背板２２と側板３２の上縁に溶接やネジ止め等の適宜手段で固定した天
板１２と、左右の側板３２、３２間に亘って斜設した仕切板部４２と、送風装置１の組み
込み後に取付けられるフィルタ５２、前板６２等とで構成され、室壁所定高さ位置に設置
されている。
尚、符号７２は幕板である。
【００１２】
給気チャンバー５は、フード本体２の背板２２、天板１２に亘って取付けられている。
この給気チャンバー５の前面部１５には開口２５が設けられており、前記送風装置１はフ
ァンケーシング１１の後板１１ｂに設けた前記取付脚１１ｋを介して支持されたモータ３
１の一半部を前記前面部１５の開口２５から内部に収容状に取付けられている。
【００１３】
フード本体２の天板１２上には前記ファンケーシング１１の吐出口１１ｈに連通する排気
ダクト接手６が取付けられ、その排気ダクト接手６には排気ダクト３が接続してある。又
、ファンケーシング１１の吐出口１１ｉは天板１２に開孔したスリット１２ａを介して室
内と連通されており、それにより外気が室内に給気されるようになっている。
排気ダクト接手６と給気ダクト接手７には前記送風装置１の作動に連動して開放する電動
シャッタ８が設けてある。
【００１４】
前記給気ダクト接手７と給気チャンバー５とは、フード本体２の天板１２とファンケーシ
ング１１の胴部１１’とフード本体２の一方の側板３２とで区画されたフード内スペース
Ｓを利用して配設した接続ダクト９を介して連通状に接続されている。
【００１５】
この接続ダクト９は、径を１５０ｍｍ程度とする給気ダクト４と奥行き寸法が小さな給気
チャンバー５とを直接接続できないため、それを可能にするために設けられている。
この接続ダクト９は、上面及び給気チャンバー５に面する背面を開放した箱型状を呈し、
その開放縁に取付フランジ１９や掛止フランジ２９を突設し、その掛止フランジ２９を給
気チャンバー５の前面部１５に切欠した差し込み口３５縁に掛止した状態で取付フランジ
１９をフード本体２の天板１２内面と給気チャンバー５の前面部１５に各々取付けてなり
、上面の開放部が、フード本体２の天板１２上に取付けられた給気ダクト接手７と、また
背面の開放部が給気チャンバー５と各々連通状となる。
又、この接続ダクト９は、詳細には正面視でファンケーシング１１の胴部１１’上方域か
ら外れる方向に内部容積を拡大して流路抵抗を軽減するように拡開した略台形状を呈して
いる。
【００１６】
従って、本実施の形態の強制給排気式レンジフードファンでは送風装置１を作動させると
、電動シャッタ８が開き排気室１００　にフィルタ５２を介して排煙を吸引してファンケ
ーシング１１の吐出口１１ｈを介して排気ダクト３から屋外に排気し、屋外の新鮮な外気
は給気ダクト４、給気ダクト接手７、接続ダクト９、給気チャンバー５から給気室２００
　に給気し、ファンケーシング１１の吐出口１１ｉを介してフード本体２の天板１２に開
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孔したスリット１２ａから室内に給気する。
【００１７】
その際、大径（１５０ｍｍ程度）な給気ダクト４がフード本体２の天板１２とファンケー
シング１１の胴部１１’とフード本体２の一方の側板３２の間のフード内スペースＳを利
用して配設される接続ダクト９を介して給気チャンバー５に接続されるため、給気ダクト
接手７と排気ダクト接手６だけをフード本体２の天板１２上から突出させた状態でフード
本体２の背板２２に添設状になっている奥行き寸法が小さな給気チャンバー５に外気を導
入することが可能となる。
故に給気チャンバー５の奥行寸法を大きくなる結果、送風装置１がその分前側に位置して
排煙の捕捉空間が縮小したり、接続ダクト９をフード本体２の天板１２上に配設して天板
１２上のダクト配管スペースＨが接続ダクト９分余分に高くなるようなこともなくなる。
【００１８】
【発明の効果】
本発明は以上のようにフード内スペースを利用してフード本体の天板上の給気ダクト接手
と給気チャンバーとを接続する接続ダクトを配設した強制給排気式レンジフードファンで
あるから、奥行き寸法が小さな給気チャンバーと大径な給気ダクトとを接続ダクトをフー
ド本体の天板上に配設せずに接続することが出来る。
従って、給排気を１個のファン、１個のファンケーシングで可能にして製作コストを低く
抑える利点を達成する強制給排気式レンジフードファンにおいて、送風装置前方に確保さ
れる排煙の捕捉空間を充分広く確保して所定の排煙の捕捉効率を得ることができる上にフ
ード本体の天板上に確保するダクト（排気用、給気用）配管用の施工空間を小さくして、
出隅、梁等の突設物がある室での所定高さ位置での据付施工が可能で、階高を小さく抑え
る今日の集合住宅（マンション等）にも好適なものにすることができる。
その上、フード本体の天板とファンケーシングの胴部とフード本体の側板とで区画された
部分を利用して換気ダクトを配設しているため、接続ダクトを大きな容積にすることがで
き、流路抵抗の増大によって給気量が低下する不具合もない。
【図面の簡単な説明】
【図１】強制給排気式レンジフードファンの側面図で一部切欠して示す。
【図２】図１の（２）－（２）線断面図。
【図３】図１の（３）－（３）線断面図で要部を示す。
【図４】給気ダクト接手、接続ダクト、給気チャンバーの関係を示す斜視図で一部切欠し
て示す。
【図５】従来の強制給排気式レンジフードファンの側面図で一部切欠して示す。
【図６】更に他の従来の強制給排気式レンジフードファンの側面図で一部切欠して示す。
【符号の説明】
２　：フード本体　　　　　　　　　　１　：送風装置
２１　：多翼ファン　　　　　　　　　　１１ｇ：隔壁
１１　：ファンケーシング　　　　　　　１００　：排気室
２００　：給気室　　　　　　　　　　　　１１ｄ、１１ｆ：吸込口
１１ｈ、１１ｉ：吐出口　　　　　　　　　１２　：天板
２２　：背板　　　　　　　　　　　　　３　：排気ダクト
４　：給気ダクト　　　　　　　　　　８　：電動シャッタ
７　：給気ダクト接手　　　　　　　　６　：排気ダクト接手
１１’：胴部（ファンケーシングの胴部）Ｓ　：フード内スペース
９　：接続ダクト　　　　　　　　　　Ｈ　：ダクト配管スペース
３２　：側板　　　　　　　　　　　　　５　：給気チャンバー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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